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長野県環境保全研究所研究報告　４：87－91（2008）� 〈資　料〉

1.　 はじめに

　長野県環境保全研究所飯綱庁舎の敷地（約 15ha）

には自然観察路が整備され，開設以来，研究所が主

催 す る 観 察 会 や 環 境 学 習 の 場 と し て 利 用 さ れ て い

る．その基礎資料や研究対象として，敷地に生息・

生育する生物相のインベントリー １）,� ２） やモニタリ

ング，森林構造の解析３）, ４）などがおこなわれている．

それらの一環として敷地の鳥類相について調査した

ので，その結果について報告する．

2.　 調査地の概要と調査方法

　 敷 地 は， 長 野 市 北 西 部， 飯 縄 山（ 標 高 1,917m）

南東麓の標高 970 〜 1150m の緩斜面にあり，飯綱

高原の一部に位置する（図 1）． 気候は冬季降水量

の 多 い 日 本 海 型 を 示 し， 年 平 均 気 温 8.4℃（2003

年 12 月〜 2004 年 1 月），最大積雪深は 146cm（2002

年 3 月 13 日 ） で あ る ５）．1950 年 代 の 拡 大 造 林 な

ど に よ り 40 〜 50 年 生 の カ ラ マ ツ Larix�kaempferi
の 植 林 が 卓 越 し て い る． 林 内 に は 湧 水 や 小 さ な 沢

が 多 く あ り， 谷 部 で は ハ ン ノ キ Alnus�japonica や

オ ニ グ ル ミ Juglans�ailanthifolia ， ヤ チ ダ モ Fraxinus�
mandshurica を主とする湿地林， 尾根上や谷の斜面

で は ミ ズ ナ ラ Quercus�mongolica� var.�grosseserrata
やコナラ Q.�serrata ，シラカバ Betula�platyphylla� var.�

japonica 等の落葉広葉樹二次林などが，カラマツ植

林地にモザイク状に入り込み，鳥類の生息にとって

多様な環境が形成されている．

　旧長野県自然保護研究所（現長野県環境保全研究

所飯綱庁舎） が開所した 1996 年から 2007 年まで

の 11 年間に 163 日，敷地の観察路や飯綱庁舎の窓

から，双眼鏡や望遠鏡で鳥を見たり，鳥の囀りや地

鳴きを聞くことで，出現した鳥を記録した．これら

の結果をもとに，敷地の鳥類相についてその目録を

作成するとともに，その特徴について考察した．
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図 1　調査地（実線枠内）
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3. 　結果および考察

　研究所飯綱庁舎の敷地では，年間を通して 26 科

74 種の鳥類が観察された（図２，附表 1）．最も多

く 観 察 さ れ た の は， 夏 季 敷 地 に 渡 来 し て 繁 殖 す る

鳥 23 種（31.1%） で あ り， 次 い で 留 鳥 と し て 敷 地

で 繁 殖 す る 鳥 20 種（27.0%） で あ っ た． 越 冬 の た

めに敷地に渡来する鳥は 10 種（13.5%）と少なかっ

た（附表 1）． この傾向を反映して， 最も多くの鳥

類種が観察されたのは 5 月の 50 種で， 以下順に 4

月 の 46 種，6 月 の 41 種 で あ っ た（図 2）． そ の 他

の季節で種数が多かったのは，渡り鳥が一時的に敷

地を利用する 11 月で 36 種であった（� 図 2）．各月

の観察日数と観察された種数の間には，有意な正の

相関が見られた（R２=0.797,�p �<�0.001）．そのため，

観察された季節変化は調査努力量を反映した結果と

も考えられる．しかし，中村浩志氏らが 1989 年〜

1990 年に飯綱高原全域の鳥類相を調査した結果６），中

村公義氏が 1980 年〜 1981 年，町田喜彦氏が 1985 年

〜 1990 年，戸隠の森林植物園や奥社参道で鳥類の

セ ン サ ス 調 査 を し た 結 果 ７） に つ い て も 4 月 〜 6 月

の 繁 殖 期 に 鳥 類 の 種 数 が 多 く な る 傾 向 が 見 ら れ て

いる．また，前述の飯綱高原全域の鳥類相の調査６）

では，1 年間の調査で 82 種の鳥類を確認している．

その中で，敷地にはない環境であるため池など開放

水面を利用するガンカモ類（11 種） が多く確認さ

れている． それらを除けば，71 種であり， 今回敷

地で確認された種数，74 種と同程度であった． 調

査地域や調査方法，調査期間に違いがあるため単純

に比較はできないが，今回観察された種数の季節変

化や種数は当地における鳥類の生息実態を反映した

ものであると考えられる．

　 年 間 を 通 じ て 最 も 出 現 率 の 高 か っ た 種 は， ヒ ガ

ラ Parus�ater （56.1%） で あ り， 次 い で 出 現 率 の 高

い 順 か ら， コ ガ ラ P.�montanus （51.6 %）， シ ジ ュ

ウ カ ラ P.�major （45.6%）， ウ グ イ ス Cettia�diphone
（44.6%），コゲラ Dendrocopos�kizuki （44.3%），ホオ

ジロ Emberiza�cioides （40.4%），ヒヨドリ Hypsipetes�
amaurotis （40.1%）の計 7 種が出現率 40%以上を記

録した．これらは二次林や人工林で比較的よく見ら

れる種である．

　 繁 殖 期 に は， 上 記 以 外 の 種 で は， キ セ キ レ イ

Motacilla�cinerea や ク ロ ツ グ ミ Turdus�cardis ， キ ビ

タキ Ficedula�narcissina ，ノジコ E.�sulphurata ，クロ

ジ E.�variabilis な ど が よ く 観 察 さ れ た． こ の 中 で ホ

オ ジ ロ 科 Emberizidae の 2 種 は 生 息 環 境 が 異 な り，

ノジコが湿地のハンノキ林など疎林や林縁を好むの

に対し，森林性のクロジはササなど林床植物の密な

落葉広葉樹林や針広混交林を好むことが知られてい

る８）．そのほか，年間を通じて出現率の高かった林

縁性のホオジロも生息しているなど，ホオジロ科の

生息状況から見て，敷地には多様な環境があると考

えられる．

　 一 方， 越 冬 期 に は オ オ マ シ コ Carpodacus�roseus
の出現率が高かった．これは，飯綱庁舎や駐車場の

周りに植栽したハギの実をオオマシコが食べに来る

ためであると考えられる．

4. 　おわりに

　今回，旧長野県自然保護研究所が開所されて以来

図 2　鳥類による敷地の利用様式と鳥類種数の季節変化
各月の（　）内の数字は，調査回数をを示す．敷地の利用様式から鳥類を下記の 6 タイプに分類した．　　　������
RB�(Resident�Breeder):�一年中敷地に生息し繁殖する種，� SB�(Summer�Breeder):�夏季，敷地に渡来し繁殖する種，
SV�(Summer�Visitor):�夏季，繁殖以外の目的で敷地に渡来する種，� WV�(Winter�Visitor):�敷地で越冬する種，
PV�(Passage�Visitor):�渡りの途中などで一時的に敷地を利用する種，� UN�(Unknown):�不明．
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の飯綱庁舎の敷地における鳥類の観察記録の中で，

現在手元に存在するものすべてをまとめてみた．調

査方法などを統一するなどして，今後も調査を継続

するとともに，繁殖のモニタリングなどを加え鳥類

相の変遷をフォローしていきたいと考えている．ま

た，今回の資料が敷地の観察会など，多くの方に利

用されることを期待したい．
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種

の
出

現
率

は
，（

（
各

月
で

そ
の

種
を

観
察

し
た

日
数

）�
X

�1
00

�）
/�（

各
月

の
総

観
察

日
数

）
に

よ
り

算
出

**
:敷

地
の

利
用

の
仕

方
に

よ
り

，
留

鳥
と

し
て

一
年

中
敷

地
に

生
息

す
る

鳥
類

（
RB

），
夏

季
，

繁
殖

の
た

め
に

敷
地

に
渡

来
す

る
種

（
SB

），
夏

季
，

繁
殖

以
外

の
目

的
で

渡
来

す
る

種
（

RV
），

越
冬

の
た

め
に

渡
来

す
る

種
（

W
V）

，
一

時
的

に
通

過
す

る
種

（
PV

），
利

用
の

仕
方

が
不

明
な

種
（

U
N

）
の

6
タ

イ
プ

に
分

け
た

．


